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　 1．  著明な幻覚妄想状態を呈した統合失調症に対す
る薬物治療について
松木悟志，池部　達，宮武良輔
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　総合失調症の34歳男性に対し，第 2世代抗精神病薬
4剤を順に用いた症例を経験した。オランザピンは無
効，リスペリドンは錐体外路症状のため中止，クエチ
アピンは一時期軽快したが再増悪，ペロスピロンにて
幻聴，被害妄想の改善が認められた。
　 2．  精神症状をきたしたパーキンソン病にm-ECTが
奏功した 1例
岡村愛子，宇井るい，小澤公良
白山幸彦，伊豫雅臣　（千大）
　幻覚・妄想を伴うパーキンソン病患者にm-ECTを施
行したところ，精神症状・運動機能ともに著明な改善
を認めた 1例を経験した。本症例は薬物治療困難例で
あり，そのような患者における治療の一つの選択肢と
してm-ECTは安全かつ即効性のある有用な治療法であ
ると考えられた。
　 3．  強い意欲の低下の訴えに対し抗うつ薬が奏功せ
ず，認知行動療法が著効した大うつ病性障害の
1例
笠原秀人，宇井るい，浅香琢也
小澤公良，白山幸彦，伊豫雅臣
（千大）
　症例は48歳男性で意欲低下，不安，易疲労を主訴に
当科に任意入院。多種の抗うつ剤投与で抑うつ気分，
不安，易疲労などは改善したが，強い意欲低下の訴え
は遷延したため認知行動療法を施行。結果，意欲が回
復し，日常生活が可能となり退院した。
　 4．  持効性ハロペリドール注射薬からリスペリドン
内用薬に置換した統合失調症患者の 1例
櫻井大路，深見悟郎，篠田直之
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　統合失調症の57歳男性。持効性ハロペリドール注射
薬からリスペリドン内用液に置換した結果，錐体外路
症状が改善したため抗コリン薬の減量が可能になり，
また服薬コンプライアンスが向上して症状も落ち着い
た。これは薬効による認知機能の改善の機序によると
推測された。
　 5．  脅迫性障害における責任に対する認知の歪みが
曝露反応妨害法によって変化するか
鈴木智崇（千大）
　脅迫性障害の認知の歪みに対し，評価尺度RASと
RIQを用いて検証した。結果として曝露反応妨害法に
より脅迫行為は軽減するが，認知の歪みに関しては
ERPのみでは改善しないことが示唆された。これらの
ことよりERPに認知療法の併用を加えることでさらな
る治療効果を高める可能性が示唆された。
　 6．  パニック障害の集団認知行動療法の治療反応性
に影響を与える因子の検討
小林圭介，清水栄司，三森真実
谷渕由布子，伊豫雅臣（千大）
小林圭介　　　（木更津病院）
平　幸司（千葉県精神科医療）
小松英樹　（袖ケ浦さつき台）
　90例が集団認知行動療法（G-CBT）に参加。治療成
績は個人CBTと同等で，広場恐怖やうつ病の合併で治
療反応性に差はなく，薬物療法併用の有無でも治療成
績に差はなかった。
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　 7．  覚醒剤精神病とGlutathione S-transferase T1機
能的遺伝子多型の関連について
橋本　佐，橋本謙二，松澤大輔
清水栄司，伊豫雅臣　（千大）
　　　　　　　　 　　伊豫雅臣 （JGIDA）
　健常者と覚醒剤使用者でGSTT1遺伝子多型を調べ
た。覚醒剤使用者での精神病遷延化にGSTT1遺伝子多
型が関与しておりGSTT1遺伝子欠損は精神病状態の遷
延型のリスクファクターになり得ることが示唆された。
　 8．  覚醒剤投与による脳内ドパミン神経系の障害に
及ぼすMithramycinの効果
萩原裕子（千大）
　覚醒剤の慢性投与はドパミン神経障害を引き起こす
ことが知られている。抗腫瘍抗生物質であるMithra-
mycinは覚醒剤投与による体温上昇，線条体における
DA，DOPACの含量低下などを有意に抑制することが
わかった。
　 9．  PICK1遺伝子多型と覚せい剤乱用者の関連につ
いて
松澤大輔，橋本謙二，宮武良輔　　
清水栄司，伊豫雅臣　　　（千大）
関根吉統，稲田俊也，尾崎紀夫　　
岩田仲生，原野睦夫，小宮山徳太郎
山田光彦，曽良一郎，氏家　寛　　
　　　 　　　　　伊豫雅臣 （JGIDA）
　我々がプロモーター領域に同定したPICK1遺伝子多
型が機能的多型であることをルシフェラーゼアッセイ
により示した。
　10．  シグマ 1受容体に対するフルボキサミンとバロ
キセチンの占拠率の相違に関する検討
石川雅智，清水栄司，伊豫雅臣　　　
（千大）
藤﨑美久，橋本謙二　　　　　　　　
（同・社会精神教育センター）
石井賢二，石渡喜一，織田圭一　　　
木村裕一　（東京都老人総合研究所）
　シグマ 1受容体は，まだ未解明な部分の多い受容体
であるが，様々な精神科疾患との関連が報告されてい
る。我々は，シグマ 1受容体に特異的に結合する［11C］
SA4503をリガンドとして用いたPET検査により，フル
ボキサミンはヒト脳内シグマ 1受容体に結合するがパ
ロキセチンは結合しないことを示唆する結果を得た。
　11．  3D-SSP-SPECTによる統合失調症患者の脳血流
の検討
金原信久，清水栄司，橋本謙二
伊豫雅臣　　　　　　（千大）
　3D-SSP-123 I-IMP-SPECTにより統合失調症患者23人 
（無治療 4人，非定型抗精神病薬治療中19人）と年齢・
性別の一致した健常23人の脳血流を検討した。Z検定
の結果，両側DLPFCとCFTC（帯状前頭移行皮質，
BA21）において有意な脳血流低下が認められた。
　12． 院内他科より当科に転棟となった症例の検討
平野景子，須山　章，赤田弘一　　
斎賀孝久，佐藤茂樹（成田赤十字）
　平成16年から17年まで，当院他科から当科に転棟し
た症例は52件（当科全入院の約 6％）であった。その
うちほぼ半数は精神科受診歴のない患者であり，精神
科診断はF3，F0，F2で83％を占め，身体合併症の分
類では自傷・自殺企画など精神疾患に起因した身体疾
患が最も多かった。転科理由としては興奮，徘徊，治
療拒否など一般病棟で管理困難となる状態が最も多く，
次いで精神症状の治療依頼であった。総合病院精神科
という立場から症例の特徴を検討し報告する。
　13．  終末期がん患者に対するmethylphenidate（MPD）
の使用経験
井貫正彦，遠藤博久（君津中央）
　症例は，50代男性，下咽頭がんの末期患者。がんに
対する受容ができず抑うつ状態となり，入院長期化の
様相を呈した。即効性を期待してMPD 10㎎/日を投
与した。翌日には奏功し，抑うつ状態が軽快した。こ
れにより早期に自宅退院につなげることができた。本
症例の経験から，末期がん患者の抑うつ状態に対する
MPDの有効性が示された。
　14．  当院における急性薬物中毒の現状と精神科の対応
新津富央，野々村司，安藤咲穂　
坂本　忠，岡田真一　　　　　　
（千葉市立青葉）
新田正和（同・救急集中治療科）
　自殺企図による急性薬物中毒の現状と精神科の対応，
CPAとなり高度救急集中治療を要した 2症例を報告し
た。気分障害圏と神経症圏が多いが，身体的治療後に
精神科入院を必要とする患者は少数であった。重症化
する三環系抗うつ薬・バルビツレートの投与には細心
の注意を要する。
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　15． 診断および治療に難渋したせん妄の 1例
林由紀子，原口　正，武田直己
（松戸市立）
　自宅火災にて重度の熱傷を負い，救急部入院となっ
た症例。当初「適応障害」と考え対応していたが，次
第に「せん妄」へ移行した。原因としては，長期個室
収容による「感覚遮断」が考えられ，治療に難渋した。
「てんかん性の意識障害」を捉えていなかった事が反省
点として挙げられる。更に抗精神病薬が状態像を修飾
した事が考えられた。
　16．  千葉大学医学部附属病院におけるコンサルテー
ション・リエゾン活動の現状と課題
榎原雅代（千大）
　平成17年 4月～12月に診察依頼を受けた他科入院患
者136名を対象とした調査を行った。ICU，血液内科と
肝胆膵外科からの依頼が多かった。依頼症状では不穏・
異常言動，抑うつが多かった。また，移植前，インター
フェロン導入前のスクリーニング・リスク評価が多く，
当科の特徴と考えられた。診断ではF0とF4が多かっ
た。
　17．  銚子市立病院における精神科コンサルテーショ
ン活動
阿部哲也，白石哲也，竹田修志
岡田純一　　（銚子市立総合）
　2003年10月～2005年 9月までの 2年間に，他科から
紹介された初診患者99例を調査した。全体が42％が，
F0だった。その内の69％にせん妄を認めた。入院中せ
ん妄の25％にハロペリドール注射剤を使用し，58％に
非定型抗精神病薬を処方した。第 1位はリスペリドン
で，錠剤・液剤ともに使用された。
　18．  亀田総合病院におけるコンサルテーション・リ
エゾン活動の展開
藤岡俊介（亀田総合）
　コンサルテーションはスタッフの増員，専門分化に
伴い増加している。依頼元は救急救命部，消化器内科，
総合診療部が多く，診断別では気分障害，適応障害，
せん妄が上位を占める。救急救命部となるが，意識回
復後に精神科医が評価を行う。精神科病棟へ転棟となっ
たケースはなく，退院し外来通院継続となっている。
　19．  船橋市立医療センターにおけるリエゾン・コン
サルテーションサービス
宇田川雅彦（船橋市立医療センター）
松澤大輔　　　　　　　　　（千大）
矢走　誠　　　（ヤバセクリニック）
　426床の総合病院である当病院の精神科リエゾン・コ
ンサルテーションサービスを紹介した。我々はいわゆ
る「御用聞き」スタイルをとっているが，泌尿器科と
担当した 1症例を通じ，他科との共同での精神的ケア
の問題点と重要性を論じた。
　20．  摂食障害，ストレス関連障害に対する漢方治療
の有効例
菊池周一，茂木伸一，矢田洋三
（袖ケ浦さつき台）
　漢方が心身に対する総合的効果（婦人科系の漢方が
行動化に著効した例等）を通してF4～ F5の疾患に有
効であった症例を呈示した。特に不適切なストレス対
処として認められやすい依存や大量服薬に向精神薬が
使われている現状や，漢方の個別性を重視した方法論
の質の高さを考慮すると，F4・F5疾患に対して漢方を
主または補助療法としてさらに積極的に用いうると考
えられた。
　21．  精神科救急病棟における総合失調症に対するク
リニカルパス
石毛　稔，細井尚人，鈴木　均
茂木伸一，小松英樹，松本秀吉
飯島さだ子，矢田洋三　　　　
（袖ケ浦さつき台）
　精神科救急病棟は，医療の質と効率の両者が求めら
れる。パスの導入により，精神科経験が少ない医療チー
ムでも，①各職種の自律的介入，②情報の共有とチー
ムの連携，③ ICの充実と患者の治療への意識づけ，④
無駄な内容や時間の排除，が可能となった。
　22．  精神科急性期治療病棟を導入して : 千葉病院にお
ける取り組み
小松尚也，松本陽一，横山大輔
鈴木洋文，福井　進，萩巣敏子
佐竹直子，粕谷　乾，角田良太
西澤　馨，葉山茂雄，仙波恒雄
（同和会千葉）
　千葉病院が急性期治療病棟を開設するまでの取り組
みとして，病床の確保には地域に対する働きかけと病
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院内意識改革が必須であり10年を要した。開設後，病
院全体の入退院数の激増と急性期病棟における在院日
数の短縮が認められた。
　23． 精神神経科病棟開設までの歩みと診療実績
小石川比良来，佐藤理穂，長谷川直
藤岡俊介　　　　　　（亀田総合）
　精神神経科病棟は平成17年 7月19日に開棟した。稼
働病床数40の閉鎖病棟で12月末までの166日間で計113
名の入院患者を受け入れ平均在院日数は43日であった。
性別では女性が多く，診断別では気分障害が43％を占
め，総合失調症圏は22％であった。また入院形態では
医療保護入院が34％を占めた。
　24． うつ病に対する短期入院の有用性
鈴木　努，藤田榮一（藤田病院）
　うつ病（大うつ病性障害，併存障害なし）に対する
短期入院（ 2週間前後の任意入院）の有用性をパーソ
ナリティー（P）特性より考察。①不安が強いPは，自
宅では気を使って休めなかったが入院して充分な休息
がとれた。②未熟なPは内省心が芽生え，依存や退行
を起こしにくかった。③拒絶的なPは自分が病気だと
理解でき，治療同盟を築くことができた。
　25．  千葉大学病院における精神科訪問看護・指導 : 初
年度実践報告
森ますみ，伊豫雅臣　　　　（千大）
中嶋秀明，鈴木とよ子（同・看護部）
藤﨑美久　　　　　　　　　　　　　
（同・社会精神保健教育研究センター）
　平成17年 2月から12月まで，延べ131件訪問した。患
者の在宅療養を支える上で，特に服薬管理など訪問看
護の有用性を示した。今後は臨床実習生の同席を増や
し，「生活の場における医療実践」を経験させたいと考
えている。
　26．  外来通院患者が自覚する抗精神病薬の効果，満
足度および薬品名の認知度等
岡上和雄（相模病院）
　2005年夏期に33都道府県下の家族会関連患者744名に
対する書面調査を実施した。診断名を知る : 88％，被投
与全薬を知る : 51％，新型薬服用者 : 62％，単剤（全薬
中）者 : 15％であった。2002年調査と比較して自覚する
副作用にやや減少傾向が認められ，満足度に上昇（12％
→27％）がみられた。
大学院修了者研究報告Ⅰ
　 摂餌制限は脳由来神経栄養因子ヘテロマウスの行動
異常を改善する : セロトニン神経系の役割
小泉裕紀（千大）
　BDNFヘテロマウスでは摂餌量増加，肥満，不安，
攻撃性の亢進が見られる。今回，摂餌制限がこれらの
行動異常を改善するのかを調べた。その結果，摂餌制
限はBDNFヘテロマウスの摂餌行動のみならず不安，
攻撃性の異常も改善することがわかり，これらの作用
にセロトニン神経系が関与している可能性が示唆され
た。
大学院修了者研究報告Ⅱ
　 トロピセトロンは総合失調症における聴覚P50の抑
制障害を改善する
小池　香（千大）
　統合失調症患者22名にα7ニコチン性アセチルコリン
受容体アゴニスト作用を有する制吐剤トロピセトロン
10㎎を単回投与し聴覚誘発電位P50の抑制障害が改善
を認めた。トロピセトロンによるP50の抑制障害の改善
はBaselineのP50 Test to Condition ratioが高い患者及
び非喫煙群において有意に認められた。
大学院修了者研究報告Ⅲ
　 ミドカイン・ノックアウトマウスはプレパルス抑制
の障害とドパミンの低下を示す
大掛真太郎（千大）
　ミッドカインノックアウトマウスはドパミン機能の
低下とプレパルス抑制，社会相互作用の低下を呈する
ことを示した。このためミッドカインの機能低下が統
合失調症の陰性症状の病態形成において，重要な役割
を果たす可能性が示唆された。
特別講演
　精神医学教室の平成17年度の研究について
橋本謙二，伊豫雅臣（千大）
　平成17年度の研究内容（覚せい剤精神病の治療とし
ての抗生物質ミノサイクリン，統合失調症の認知機能
障害の治療薬としてのトロピセトロン等）について考
察した。
